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Kahl C32) は 繊毛 虫 Sprrostomum 屋内 で 彼 の 新種 を 含む 7 fae Shee, 極 く 最近 で は Seshachar 
& Padmavathi (56) が 送水 産 の 1 FFE ERR TAAL これ ら 8 HERO REO 
る の は S. minus L S. teres の 2 種 だ は で , 他 の 6 ACR AE CSSA, BHE 
1956 AOR LOE, 広島 湾 に 面 テ る 激 水 溝 あ から 本 属 に 属す る 玉手 虫 を 特集 し , 培養 を 続 
け て 来 た が , その 形態 を 詳細 に 観察 し た 結果 , これ は 未 記 載 種 で ご も わる と と が 分 つた 。 そ 
と で 本 論文 で は , そ の 種 名 を Spirostomum Yeeg と し て 他 種 と の 類似 点 及び 相違 点 を 
比較 検討 し よう と 思う 。 本 研究 に 当り , 終始 事 切 な 人 艇 指導 を 賜 わ つ を 広島 大 学 午 完売 三 
教 接 に 本 種 を 捧げ て 深謝 の 意 を 表す る 。 


材 料 及 UY 方 法 


本 種 は 広島 市 字 品 町 の 汽水 潮 GADE. 12.82~16.81 gkg! DIB: bic tho RE 
と 共に 多数 見 出 だ さ れる 。 HMI, まず, PbS gA AT RAY OBEY PLE S 
の に 等 量 の ヴァ ント ・ ホ ッ プ 氏 人 工 海水 を 加え , それ (て 5% RIY — VPARP 
て PH7.8 前 接 に 護 製 し て お く 。 この 后 養 波 内 に 煮 小 麦 を 2 一 3 HAA T IHD 
に は 著しく 増殖 し て いる の を 庄 め る 。 
生体 観 窪 に 際 し て は , 必要 に 応じ て メチ ル ・ モ セル ロ ー ズ を 使 必 し , かつ は つた を 運動 を 
限 止 し た 。 体 表 部 及び 枝 の 詳細 た 観 祭 に に プア ン 氏 濾 。 シ ャ ウッ ディ ン 氏 液 、 四 表 化 オス 
ミウ ム 蒸 系 など で 固定 し , ヘイ デン ハイ ン 兵 鉄 ヘ マト キシ リン で 委 色 し た 標示 を 合 二 し 


た 。 ま を 核 の 一 時 菜 色 に 酢酸 カー ミン ミ 使 つた 。 


p 人 

本 種 は 細長 い リボ ポン 状 の BER OHMIC RE CDS, 前 適 部 に 新 と えき Bleph- 
arisma (Yagiu & Shigenaka, °56) O i 5 AEPA JEA bil wo (Fig. 1l Shey 
a ae enue e RA A 
様 で ある (Fig. 2), Zo, DRRD HUIA Z5 SHBAGHR GAIA So, jut 
伸展 時 も この 附近 より 同時 に 両端 に 向 つ て 件 さる 。 そし て , KEERD H S. am- 
biguum と 同じ く 左 巻き で も ちる 。 

大 いき は 伸展 時 の 生体 で 測定 し た 結果 . それ ぞ れ , 体長 320~480 4 CEIS 44 は が 。 体 
幅 24~32u CF 均 29 の, 体長 対 体 幅 の 比 12--18 : 1 (平均 14:1) た 。 
囲 口 部 (peristomal region) の 長き は S. am iguem で は 体長 の 約 23 25455, E 
種 で は それ より 短 か く 体長 の 約 12 で ちる 。 団 品 部 の 潮 は 体 前 端 に 始ま り , 狭い 星人 出 に Spirostomum 
OS 260, RARER (cytopharynx) OE 5 EARL <TR Eg IEE Re 
入る (Figs. 4~6), と Z DOA BIC LAKE L EB OA Ape まで 130~140 投 程度 of the animal fixed 
の 小 膜 (membranelle) が 並ん で いる (Fig. 3), し か し を ぶら ee Ric ALG at in Bouin’s fluid 

る よう な 波動 時 (undulating membrane) (EO SAA. een 


MES! (ciliary row) は 20 Ae Ri, ER E. に 平行 に 縦走 し こい る 。 Lø- haematoxylin. 
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L, 体 収 縮 時 に は , と これ は 洒 表 を 螺旋 汰 に 走る よう に な る た に 、 両側 画 か ら 和 見 を 織 毛 列 は 体 団 に 対し て 誰 
め に な つて お り , その 数 も 著しく 増加 し て に る (Fig. 2), o DERES | b b AIREAN E ti 
MES OD 繊毛 列 は 再び 従前 通り と た る 。 WE (cihium) は 体 表面 に 一 様 に 密生 し , ィ の 長 さ は 2 一 3z 
BE CH OD, 体 の 後 敵 部 で は 特に 長く 6 一 10g も ある 。 

FRIED: (macronucleus) は 両 問 が 僅か た ふく る らん だ 細長い 提 状 体 で も る が, その 形 は 様々 で ある 。 
その 殆 ん ど は 真直 ぐ か 又は 「 く ” の 字 状 で ある が か が, 時 に S ia a pee eg 
者 の 場合 , AR-CULKLU HE EERE ECL, その 原形 を 保持 し た まま で あつ て 直ちに 変形 する と と 
De ee ee 
味 深い 。 また , 大 核 の 一 部 に 切れ 込み や 総 れ が 見 ちら れ る と と も ある (Figs. 5 and 6), 極 く まれ に 太 核 は 
23 個 の 断片 と を つて いる と と も ある 。 大 核 の 大 に さ を 固 定 染 色 標 本 で 測定 し た 結果 , 長き は 31 一 127 py 
GEH 73y), 幅 は 3.8~7.1 p (平均 5.14) で も つた を 。 KARRAS Y Y TIRRI ND S u xP vC ii 
た され て いる (Fig. 5), 

小 核 (micronucleus) は 3~7 倍 認 め ら れ , 大 接 に 接近 し て 位置 し . その 一 部 が 大 核 表面 の くぼみ に 入 つ 
て いる と と も ある 。 そ の 大 いさ は 一 定 し て いて 約 1.6g で も ある (Fig. 7)。 


Table 1. A comparison of Spirostomum yagiui n. sp. with the other two marine species. 


ーー 


S. minus S. yagiui S. teres 
Body length 500— 800 gp 300 — 500 g 150 — 400 x 
Rene ot ere 20 or more to 1 12—18 to 1 © 10—12 to 1 
to width 
Length of peristomal less than 1/2 approximately approximately 
region of body length = 1/2 of body length 1/3 of body length 
Shape of macronucleus | moniliform : rod ovoid 


| 


zs (vacuole) は 後方 の 未 敵 部 iC と あつ て 非常 に 大 きく (Fig. 2), その 導管 は 診 中 側 に 治 つて 体 の の 前端 附 近 
まで の びている 。 こと の 大 き な を 書 胞 の 機能 に つい て は 明 盛 で は な い が , Blattner (26) が S. ambiguum Cus 
べ て いる よう に 老廃 物 や 暴 物 の 排 混 C あ づか みつ て いる の か も 知れ な い 。 食 胞 (food vacuole) (LARC BE 
か ら 20 数 個 見 られ , その 大 いさ は 大 小 様々 で 3 て 12g 程度 で や る 。 ELT, それ ら は 体 の 前 方 で は 余り 見 
bay, 中 央 部 より 後方 に 多数 集合 し て 見 られ る 。 


結 PE 


本 種 は 細長 に り リボン 湊 ご も る こと , 瞬間 的 に 旋 転 収納 さる こと , 前端 部 に 路 汰 突起 が 見 られ な らい こと と , 後 
端 部 に 大 き な 空 払 を 有する こと , な どの 諸点 に より Spirostomum 属 に 入る と 考 た られ る 。 本 属 内 で 形態 か 
3$ ぼ 類似 し 。 BOWE S. minus と S. teres の 2 種 で も ある が , ここ で 述べ た 種 は 体長 体長 対 体 幅 の 
LL, KEDR, 等 その いずれ も 両 種 の 中 間 形 態 を と り , その どちら に も 属さ な いも の で ちる (Table D, 

Seshachar & Padmavathi (56) は Spirestomum の 一 新手 に つい て OR 形態 を 主体 に 論じ し て に る が, 体 
や 接 の 大 に さ に 関す る 測定 値 を 記し て に な に 。 し か し な か らち, 大 核 の 形態 は 他 の どの 種 よ り も 著しく 類似 
し こい る の で 比較 し た 結果 , その 主 な 相 培 点 と し て 本 種 は 汽水 差 で も る こと, KRG STAIR CHOC 
と , PROADA Tk, な ど を 列記 する と と が 出来 る 。 
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Ail figures are “pirotomum yagiui. Fig. 2 is photographed in living condition, while Figs. 3-7 
in fixed and stained condition. l 

Fig. 2. As the animal contracts spirally, all of the ciliary rows and the peristomal region (pr) at 
each side are seen obliquely to the body axis. The hook-shaped macronucleus (ma) and the terminal 
vacuole (tv) are also seen. x 240. 


Fig. 3. On the left margin of the peristomal region, a large number of membranelles (ml) from 


longitudinally a single row at regular intervals. Mitochondria (mc) stained densely with haematin 
are also seen. x 1070. 


Figs. 4-6. A part of the peristomal region turning to the right hand into the cytopharynx and 
a part of macronucleus packed with chromatin granules can be seen. It is resolved that a sheet of 
membranelle is composed of two ciliary rows (an arrow in Fig. 4). The elementary pattern of the 
macronucleus takes a rod shape, but occasionally the, hook-shaped one can be seen (Fig. 6). > 1070. 


Fig. 7. A micronucleus (mi) whose diameter is about 1.64 can be seen close by the macronu- 
cleus. x 1070. 
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DLE, 論述 し た 事柄 か ら 本 種 は 新種 さも ある と 判定 され .。 筆者 は と れ を Spirostomum yagiuz と 命名 する 。 
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Résumé 
A New Marine Ciliate, Spirostomum yagiui n. Sp. 
Yoshinobu SHIGENAKA 
- Zoological Institute, Faculty of Science, Hiroshima University 


During the autumn, 1956, a new species of Spirostomum was obtained by the writer and has 
been cultured from that time up to the present. This new species occurs in the stagnant brackish 
water ditches (salinity, 12.82 — 16.81) which flow into Hiroshima Bay. 

It is clear that the present species belongs to the genus Spirostomm from the following points; 
(a) a body shape is flattened and ribbon-like, (b) it contracts spirally by external stimuli, and (c) it 
has a large vaculole at the posterior end. Of the eight species (Kahl, °32; Seshachar & Padmavathi, 
°56) described previously, the two species, 7. e., “pirostoinm minus and S. teres, are the marine cili- 
ates. The present species occurs also in the same habitat. A comparison of this species with them 
shows that the morphology of it, especially in regard to the body length, body width, the ratio of 
length to width and the shape of a macronucleus, is intermediate between that of S. minus and that 
of S. teres (Table 1). Of all species of Sprrostomum, each of the seven species by Kahl (732) has a 
moniliformed or oval macronucleus, while the only species by Seshachar & Padmavathi (56) has a 
cylindrical one. Although the latter species shows the most similar resemblance at a glance to the 
species described here in regard to the macronuclear shape, a careful comparison between them came 
to the conclusion that the present species differs from their species, that is to say, the former occurs 
in brackish water, the length of a macronucleus is shorter, and the number of micronuclei is smaller 
than that of the latter. 

The morphology of the present species at the vegetative state is summarized as follows: 

1) Body shape is flattened laterally and ribbon-like. ‘The anterior end is roundish (Fig. 1). 

2) The measurements of living animals are about 320-4804, (414 on an average) in length, 24- 
32 (29) in width and 12-18 to 1 (14 to 1) in the ratio of length to width (Table 1). 

3) The peristomal region starts from the tip of the anterior end, runs longitudinally along the 
narrow ventral margin, comes nearly up to the middle region of the body and is connected with the 
funnelled cytopharynx. On the left margin of it, the membranelles whose number is about 130-140 
sheets are arranged longitudinally in a single file (Figs. 1 and 3). 

4) In the most elongated state, about twenty ciliary rows arise from the anterior end, run 
parallel to the dorsal margin and terminate at the posterior end. Most of the body cilia are measured 


about 2-3 in length but those of the posterior end are about 6-10z (Fig. 1). 
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5) The macronucleus in vegetative life is rod-shaped. The fixed and stained one measures 5l- 
127 in length and 3.8-7.1z in width. The micronucleus is about 1.6% in diameter and 3-7 in num- 
ber. It lies close to the macronucleus in the vegetative life (Fig. 7). 

6) A large vacuole is located at the posterior end and the long leading canal of it extends 
nearly up to the top along the dorsal margin. A large number of food vacuoles are distributed in 


the posterior half of the body. The diameter of food vacuole varies from 3 to 12y. 


From the morphological data mentioned above, the writer proposes the name Spirostomuim yagi 
to this new species and wishes to give the name of Prof. R. Yagiu to this species in order to express 


his sincere appreciatiod for his helpful criticism throughout the period of this study. 
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